
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
項
第
一

号
ロ

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に

よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金

保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下

こ
の

に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）

で
な
い
も
の
に
限
る
。）に
対
し
、
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
を
五
時
間
以
上
延
長
す
る
措

置
を
講
じ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
当
該
措

置
に
よ
り
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
が
被
保

険
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。）。

そ
の
雇
用
す
る
有
期
契
約
労
働
者
等
（
健
康
保

険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る

健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金
保
険
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の

に

お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）で
な
い
も
の

に
限
る
。）に
対
し
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

を
五
時
間
以
上
延
長
し
た
、
又
は
一
時
間
以
上

延
長
す
る
と
と
も
に

に
規
定
す
る
措
置
を
講

じ
、
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
の
処
遇
の
改
善

を
図
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
（
当
該
措
置
に

よ
り
当
該
有
期
契
約
労
働
者
等
が
被
保
険
者
と

な
る
場
合
に
限
る
。）。

第
一
項
第
二

号
ロ

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

対

象
者
一
人
に
つ
き
七
万
五
千
円
（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）（
一
の
事
業

所
に
つ
き
、
一
の
年
度
に
お
け
る
当
該
措
置

の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
数
が
十
人
を
超
え

る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
つ
き
十
人
ま
で

の
支
給
に
限
る
。）

前
号
ハ

の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主

対
象

者
一
人
に
つ
き
、
延
長
し
た
一
週
間
の
所
定
労

働
時
間
の
区
分
に
応
じ
て
次
の

か
ら

ま
で

に
定
め
る
額
（
一
の
事
業
所
に
つ
き
、
一
の
年

度
に
お
け
る
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者

の
数
が
十
五
人
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
事
業

所
に
つ
き
十
五
人
ま
で
の
支
給
に
限
る
。）

一
時
間
以
上
二
時
間
未
満

三
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
四
万

円
）二

時
間
以
上
三
時
間
未
満

六
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
八
万

円
）三

時
間
以
上
四
時
間
未
満

九
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
二

万
円
）

四
時
間
以
上
五
時
間
未
満

十
二
万
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
六

万
円
）

五
時
間
以
上

十
五
万
円
（
中
小
企
業

事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
二
十
万
円
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
六
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ

中
「
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
五
時
間
未
満
で
あ
る
」
を
「
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
又
は
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
（
以
下
こ
の

に
お
い
て
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。）で
な
い
」

に
、「
三
十
時
間
以
上
と
」
を
「
五
時
間
以
上
延
長
」
に
改
め
、「
あ
る
こ
と
」
の
下
に「（
当
該
措
置
に
よ
り
当
該
有
期
契

約
労
働
者
等
が
被
保
険
者
と
な
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
七
条
の
三
中
「
の
措
置
を
講
じ
た
事
業
主
に
係
る
同
条
」
を
「
及
び
同
項
第
二
号
ロ

」
に
改
め
、
同
条

の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。




		2016-09-29T15:24:51+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




